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市
で
は
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初

め
式
を
1
月
18
日
に
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
（
な
し
坊
ホ
ー
ル
）
で
行
い
、

消
防
団
員
や
消
防
職
員
な
ど
併
せ
て

3
5
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
に
よ
る
式
辞
や

消
防
団
長
の
訓
示
、
来
賓
に
よ
る
祝

辞
や
激
励
を
い
た
だ
き
、
消
防
活
動

に
尽
力
し
た
消
防
団
員
・
職
員
の
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、

白
井
幼
稚
園
に
よ
る
遊
戯
や
白
井
第

二
小
学
校
5
年
生
に
よ
る
和
太
鼓
の

演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

近
藤
雅
明
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

風
間
一
郎
（
本
部
副
分
団
長
）

【
精
勤
章
】

梶
原
和
弘（
第
三
分
団
小
名
内
部
班
長
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

石
井
良
一（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

井
手
久
就
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

山
﨑
正
光
（
第
三
分
団
名
内
部
団
員
）

鈴
木
昇
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

武
藤
　
潔
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
分
団
長
）

中
村
強
司
（
本
部
副
分
団
長
）

大
塚
進
（
第
三
分
団
河
原
子
部
班
長
）

鈴
木
篤
志
（
印
西
地
区
消
防
組
合
）

◆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

今
井
一
英
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

山
﨑
弘
之
（
第
三
分
団
名
内
部
団
員
）

山
﨑
修
一
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

冨
澤
正
宏（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

齊
藤
勝（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

小
島
大
輔
（
印
西
地
区
消
防
組
合
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
分
団
長
）

井
上
志
郎
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

長
谷
川
則
夫（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

【
勤
続
章
】

山
崎
輝
夫
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

中
嶋
智
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

川
鍋
吉
信
（
第
三
分
団
折
立
部
部
長
）

福
田
健
夫（
第
三
分
団
平
塚
東
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

秋
谷
隆
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

山
﨑
政
孝
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

岩
佐
雅
一
（
第
二
分
団
七
次
部
部
長
）

岩
井
忍
（
第
三
分
団
小
名
内
部
部
長
）

坂
野
清
二（
第
三
分
団
平
塚
西
部
部
長
）

横
山
一
悟
（
第
一
分
団
谷
田
部
班
長
）

五
十
嵐
勝
（
第
一
分
団
清
戸
部
班
長
）

岩
間
孝
司（
第
一
分
団
十
余
一
部
班
長
）

夏
苅
雅
彦
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

◆
白
井
市
長
表
彰

髙
橋
修
治（
第
一
分
団
神
々
廻
部
部
長
）

中
村
浩
也
（
第
一
分
団
白
井
部
班
長
）

内
藤
裕
貴
（
第
一
分
団
谷
田
部
団
員
）

鈴
木
潤
（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

福
本
具
之
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

宇
賀
博
道
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

髙
山
大
樹（
第
二
分
団
中
木
戸
部
団
員
）

押
田
匡
由
（
第
二
分
団
木
部
団
員
）

小
川
祥
幸
（
第
三
分
団
富
塚
部
班
長
）

大
野
健
太
（
第
三
分
団
中
部
部
長
）

秋
谷
雅
俊
（
第
三
分
団
名
内
部
班
長
）

髙
橋
徹
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

成
毛
太
一（
第
三
分
団
平
塚
東
部
団
員
）

山
本
元
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
団
員
）

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
3
・
5

消
防
出
初
め
式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

地域の安心・安全を守る

私たちと活動してみませんか

第一分団清戸部部長の大塚昌弘さん（右）と団員の大塚翔太さん

　消防団は有償ボランティアで、先輩たちも優しい人が多いです。しかし今、

消防団員が足りない状況です。火災があると昼夜時間に関係なく消防活動を行

いますが、訓練や操法大会など消防関連行事は平日勤務の人でも参加しやすい

ように土・日曜日に行っています。消防団はどんな災害でも活躍していますし、

人のためにやる活動なのでとてもやりがいがあります。

　一緒に活動したいと感じてくれる人がいたら大歓迎です。

　「自分たちのまちは、自分たちで守る！」そんな熱い思い
を持ち、団員は日ごろから訓練を重ねています。
　消防団の多くの団員は、自分の仕事を持ちながら消防団員
として活動しています。会社員の団員も多数います。
　活動内容や加入方法など、詳細については、直接問い合わ
せてください。
対象　市内在住・在勤者か近隣に居住し、消防団活動ができ
る18歳以上の人（男女は問いません）
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

第一分団副分団長の近藤雅
がみょう
明さん

　団員として、近くで火事があれば

自分たちで助けに行く事を日常的に

心得ています。

　消防団に入ると大変というイメー

ジがあるかもしれませんが、団員同

士は世代の違う地域の人との交流の

場でもありますので、消防団をあま

りかたく考えずに、近所の人を助け

たいという気持ちがあればぜひ消防

団に入っていただきたいです。

　　　　　　後藤朝夫白井消防署長

　消防署は、火災の通報が入るとす

ぐに火災現場に向かい地元の消防団

と合流します。消防団は、現場の防

火水槽の位置や防御態勢など、消防

署より更に一歩踏み込んだ地域の細

かい情報を持っています。例えば、

現場には寝たきりの人がいるなどで

す。このような細かい情報を教えて

もらうことは、現場で適切な対応を

することができるため重要です。

　消防署は火災現場がある程度区切

りがつくと引き揚げてしまいますが、消防団はその後、残火を見張っ

て再燃を防止するなど非常に大切な活動をしています。

　新しい消防団員を増やして地域に密着した活動をつなげていってほ

しいと思います。

Ｑ
　

消
防
団
と
消
防
署
は
ど
う

違
う
の
?

　
消
防
署
に
は
常
勤
の
職
員
が

勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
消
防
団

は
他
に
本
業
を
持
っ
た
団
員
で

構
成
さ
れ
、
仕
事
と
活
動
を
両

立
し
て
い
る
点
が
違
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
火
災
・
地
震
・

台
風
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
消
防
署
と
協
力
し
迅

速
な
消
火
・
救
出
活
動
や
、
地

域
で
の
火
災
予
防
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　

報
酬
は
あ
り
ま
す
か
?

　
災
害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し

た
場
合
の
手
当
や
、
5
年
以
上

勤
務
し
退
団
し
た
場
合
退
職
報

償
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
け
が
を
し
た
ら
?

　
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
は
、

公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

文化財防火デー防災訓練の様子

も
っ
と
知
り
た
い
！

消
防
団

　
Q
&
A

消防団員募集！



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
作
品
展

　
市
で
は
、
毎
年
政
治
や
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
明
る

い
選
挙
」
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
市
内
小
学
校
の
児
童
か

ら
提
出
さ
れ
た
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
2
日
㈪
〜
12
日
㈭

　
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
2 

・
3

自
分
で
で
き
る
「
我
家

の
全
体
チ
ェ
ッ
ク
」

　
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
講
演
会
と

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
個
別
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈯

　
耐
震
講
演
会

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
見
守
る
た
め
に

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
187

Q
　
地
域
で
高
齢
者
を
見
守
る
活
動

を
始
め
る
に
あ
た
り
、
悪
質
商
法
な

ど
の
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
知
り
た
い
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

A
　
家
に
居
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者

は
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
の

対
象
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
強
引
な
勧
誘
を
断
り
き
れ
ず
に
高

額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
契

約
し
て
し
ま
う
場
合
や
、
架
空
の
も

う
け
話
で
財
産
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

と
い
っ
た
深
刻
な
被
害
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
は
困
っ
て
も
一
人
で
抱
え

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め

被
害
を
大
き
く
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
ま
た
、
解
約
交
渉
の
た
め
勧
誘

時
の
話
を
聞
こ
う
と
し
て
も
、
本
人

が
事
業
者
名
や
契
約
に
至
る
経
緯
を

忘
れ
て
し
ま
う
、
契
約
書
が
残
っ
て

い
な
い
な
ど
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
の
早
期
発
見
と
防

止
の
た
め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
高

齢
者
に
気
軽
に
声
を
か
け
、
家
に
見

慣
れ
な
い
物
が
あ
る
、
知
ら
な
い
人

が
出
入
り
し
て
い
る
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
気
が
付
い
た
ら
関
係

機
関
に
相
談
す
る
な
ど
、
手
を
さ
し

の
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を

見
守
り
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
民

間
事
業
者
、
団
体
、
相
談
機
関
な
ど

が
協
力
す
る
「
し
ろ
い
高
齢
者
み
ま

も
り
ネ
ッ
ト
」
を
発
足
し
て
お
り
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
も
協
力
機
関
と

し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、高
齢
者
の「
消

費
者
被
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
不
審
な
勧
誘
な
ど
の
情
報

提
供
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
直
接
住
ま
い
の
地
域
に
出
向
き

「
消
費
者
講
座
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

～印西警察署からのお知らせ～

「インターナショナル・フレン
ドシップデー」を開催します
　印西警察署では、管
内に居住する外国人の
人たちを対象に、安全
対策の向上を目的とし
て、災害が発生した場合の対応方法や交通安
全講話、「交番」「110番」制度などについて、
白井市・印西市の国際交流協会の協力で、通
訳を介して説明を行います。
　当日は、千葉県警察音楽隊の演奏などもあ
ります。
日時　2月28日㈯　午後1時30分～ 3時
場所　印西市立中央駅前地域交流館レクリ
エーションホール
■問　印西警察署　☎0476（42）0110

午
後
1
時
〜
・
個
別
相
談
会
　
午
後

2
時
30
分
〜

場
所
　
大
松
自
治
会
集
会
所
（
大
松

1
―
12
―
1
）

講
師
・
相
談
員
　
千
葉
県
建
築
士
事

務
所
協
会
会
員

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
建
築
指
導
課
建
築
指
導
班

内
線
3
2
2
1
〜
3
へ

市
税
な
ど
の
納
付
を
口

座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

　
市
税
な
ど
の
納
付
を
口
座
振
替
に

す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
納

期
限
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納

め
忘
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
込
用
紙
は
、
市
内
各
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
含
む
）

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
用
紙
は
納
税

通
知
書
に
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
す

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除

く
）。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
必
要

事
項
を
記
入
し
、
通
帳
と
届
出
印
を

サ
イ
、
ス
ー
プ
セ
ロ
リ

県
検
査
品
目
　
夏
ミ
カ
ン

　
県
が
実
施
し
た
夏
ミ
カ
ン
か
ら

4
・
3
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
の
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
値

は
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
で
あ
る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘

以
下
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
品
目
は

全
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

野
菜
づ
く
り
講
習
会

　
春
や
夏
野
菜
の
栽
培
管
理
な
ど
、

家
庭
菜
園
な
ど
で
役
立
つ
野
菜
作
り

の
基
本
的
な
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
動
き
や
す
い
格
好
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
12
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

場
所
　
法
目
ふ
る
さ
と
農
園

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
指
導

農
業
士
　
海
老
原
進
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
軍
手

申
・
問

　
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3

2
5
4
へ

認
定
農
業
者
に
な
り
ま

せ
ん
か

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経

営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
す
る
あ
な
た
が
立
て

た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
、
市

が
「
白
井
市
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

に
照
ら
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を

目
指
す
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
低
金
利

で
農
業
近
代
化
資
金
等
の
借
り
入
れ

や
農
業
者
年
金
の
保
険
料
補
助
（
問

い
合
せ
先
は
農
業
委
員
会
ま
で
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
計
画
の
提
出
方
法
や
支
援
措
置
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
「
白
井
市
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

と
は
、
市
が
地
域
の
実
情
に
即
し
て
、

育
成
す
べ
き
農
業
経
営
の
規
模
や
所

得
等
の
目
標
な
ど
農
業
の
担
い
手
像

を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
3

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　「
耕
作
面
積
を
縮
小
し
た
い
」「
非

農
家
で
耕
作
手
段
が
な
い
の
で
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
理
由
で
農
地
を
貸

し
た
い
時
や
「
今
よ
り
経
営
の
規
模

を
拡
大
し
た
い
」
「
新
規
就
農
し
た

い
の
で
農
地
を
借
り
た
い
」
「
農
業

参
入
し
た
い
の
で
農
地
を
借
り
た

い
」
な
ど
の
理
由
で
農
地
を
借
り
た

い
時
な
ど
、
農
地
中
間
管
理
機
構
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

持
参
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
残
高
不
足
な
ど
で
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
引
き
落

と
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
前
日
ま
で
に
、
通
帳
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
口
座
振
替
の
で
き
る
市
税
・
料
金
】

固
定
資
産
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2
4

市
自
治
連
合
会
小
学
校

区
支
部
の
事
業
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
自
治
連
合
会
で
は
、
小
学
校
区

支
部
ご
と
に
自
主
的
な
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
各
小
学
校
区
の
在
住
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
な
い
人
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
で
詳
細
を
知
り
た
い

と
き
は
、
左
表
の
問
い
合
わ
せ
先
に

直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
1
・
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
20
日
か
ら
23

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目

　
山
東
菜
、
チ
ン
ゲ
ン

2月20日㈮から「使用済み小型家電」
の拠点回収を開始します

　
農
地
に
関
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社

団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
内
）　
☎

0
4
3
（
2
2
3
）
3
0
1
1
、
農

政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5
3

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
講
師
に
三
遊
亭
圓
丸
師
匠
を
迎
え

「
健
全
な
経
営
は
健
康
か
ら
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
市
商
工
会
主
催
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
誰
で
も
参
加
が
で

き
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
本
当
の

健
康
と
は
何
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時
　
2
月
19
日
㈭

　
午
後
2
時
〜

4
時

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

参
加
費

　
無
料

問
　
市
商
工
会

　
☎
（
4
9
2
）
0

7
2
1

小学校区支部の事業概要
小学校区 桜台小学校区支部
日程 3月7日㈯（雨天の場合は講習会のみ）
場所 桜台小学校区通学路・桜台センター

内容・時間 ・通学路のクリーン活動（9：00 ～ 10：00）
・AED救命講習会（10：30 ～ 12：00）

対象者 桜台小学校区在住者
問い合わせ先平川　☎（497）0853

　これまで家庭用電話機やデジタルカメラなどを「燃やさないご
み」などで収集していましたが、市役所や各センターに専用の回
収ボックスを設置し、リサイクルに取り組むこととなります。
　回収ボックスには、縦15㌢㍍、横30㌢㍍未満の小型家電で、投
入口に入るものが対象となります。回収ボックスに持ち込めない
場合は、従来のごみ出しルールに従って出してください。詳細に
ついては、各センターで配布するチラシや市ホームページでお知
らせします。
※回収ボックスに投入したものを返却することはできません。
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3274・5

【回収対象品目】
携帯電話、PHS端末、パーソナルコンピュータ、電話機、ファ
クシミリ、ラジオ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、フィルム
カメラ、映像用機器（DVDレコーダーなど）、懐中電灯、補助
記憶装置（ハードディスク、USBメモリなど）、電子書籍端末、
小型ゲーム機、電子辞書、電卓、電子血圧計、電子体温計、理
容用機器（ヘアドライヤー、電気かみそりなど）、音響機器（デ
ジタルオーディオプレーヤー、CDプレーヤーなど）、時計、車
用品（カーナビ、カーステレオなど）、リモコンやACアダプタ、
ケーブルなどの付属品

※個人情報が含まれるものは、必ずデータを消去してから出し
てください。電池やバッテリー（充電式電池）は取り外し、従
来のごみ出しルールに従って排出してください。

このステッカーが協力者の目印です
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市
で
は
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
自
治
会
お
よ
び
子
供
会
な
ど
の

団
体
が
、
資
源
回
収
を
実
施
し
た

場
合
、
そ
の
団
体
に
対
し
て
奨
励

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利
用
し
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
資

源
回
収
運
動
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
奨
励
金
交
付
対
象
者
】

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
5
人
以

上
の
地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
る
団

体
で
あ
る
こ
と

②
「
白
井
市
有
価
物
回
収
登
録
業
者

基
準
」
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
た
有
価

物
回
収
業
者
に
売
却
す
る
こ
と

③「
資
源
回
収
運
動
登
録
申
込
書
」

な
ど
を
市
に
提
出
し
、
登
録
を
受

資
源
回
収
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

け
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
奨
励
金
額
】

　
奨
励
金
の
額
は
、
資
源
（
紙
類
・

繊
維
類
・
瓶
類
・
金
属
類
）
の
回

収
重
量
1
㌔
㌘
に
つ
き
、
5
円
と

な
り
ま
す
。

※
奨
励
金
は
予
算
の
範
囲
内
に
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

【
奨
励
金
の
申
請
手
続
き
】

　
資
源
回
収
運
動
奨
励
金
交
付
申

請
書
お
よ
び
請
求
書
等
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
5

⑩

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
3
月
10
日
㈫
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
3
月
30
日
㈪
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city.shiroi.chiba.jp

へ

～青少年相談員と一緒に歩こう～ウオオーク・カカリーー大大会会会
　市役所を出発し、途中でカレーの食材を購入して、船橋市青少年
キャンプ場まで歩いた後は、みんなでカレーを作ります。カレーを
おいしく食べた後は、ウオークラリーをしながら市役所を目指しま
す。8㌔㍍の全行程を相談員と楽しく歩いてみませんか。
日時　3月21日㈷　午前8時35分～午後4時（小雨決行、雨天中止）
※市役所駐車場が集合・解散場所となります。解散時間は予定です。
対象　市内在住の小学4年生～高校3年生　20人（応募者多数の場
合は抽選）
持ち物　リュックサック、飲み物、筆記用具、雨具、タオル、着替
え、帽子、空のお弁当箱、スプーン、フォーク、軍手
参加費　500円（保険代、昼食代など）
■申・■問　はがきに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、学校、学年、
生年月日、性別、アレルギーなどの特に配慮が必要なことを記入の
上、2月27日㈮までに白井市青少年相談員連絡協議会事務局（生涯
学習課社会教育班内）内線3433へ
※必要事項を記入した用紙を持参して直接申し込むこともできます。

青少年相談員活動は今年で50周年
　青少年相談員は、県内各市町村で活動を開始してから、今年で50周
年を迎えました。これまで、青少年の良き話し相手として個々の相談
活動を行っているほか、地域性を生かした青少年育成のための事業を
行ってます。
　市でも、現在31人の相談員が各地区でさまざまな活動を行っています。
　1月18日には、50周年を記念し
て「レッツ　ダンス　イン　ちば
2015」を開催し、県内各地の相談
員や青少年、合わせて1,250人が参
加し、ダンスやレクリエーションを
楽しみました。
　時代の変化とともに青少年相談員
の活動のあり方も変化してきていま
す。「今、子どもたちが抱えている
課題は何か」「子どもたちに必要な
体験は何か」「もっと子どもたちと話をしたい」などの気持ちを大切に、
これからも活動を続けていきます。
※青少年相談員の活動は、市広報紙や青少年相談員広報紙「みらい」
でお知らせしています。「みらい」は、市内の小・中学校や各センター
で配布しているほか、市ホームページでも見ることができます。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
ん
ど
」

お
楽
し
み
会

〜
お
や
こ
で
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
〜

　　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
な
ご

み
」
に
よ
る
「
人
形
劇
と
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
、
子
ど
も
と
一
緒
に
見
て
、

楽
し
い
時
間
を
み
ん
な
で
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
11
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

11
時

場
所
　
南
山
保
育
園
多
目
的
室

対
象
　
市
内
在
住
の
就
学
前
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
40
組
（
申
し
込

み
順
）

※
駐
車
場
の
利
用
は
10
台
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

申
・
問

　
2
月
16
日
㈪
の
午
前
9
時

か
ら
、
電
話
か
直
接
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
ん
ど

　
☎
（
4
9
1
）

1
1
3
1
へ

みんなでダンスを楽しみました

平
塚
鳥
見
神
社
本
殿

　
平
塚
地
区
の
鳥
見
神
社
は
地
区

の
鎮
守
で
、
旧
平
塚
分
校
の
入
口

脇
に
あ
た
る
平
塚
字
北
口
9
6
2

に
所
在
し
ま
す
。
拝
殿
の
奥
、
木

造
の
玉
垣
で
囲
わ
れ
た
中
に
鳥
見

神
社
の
本
殿
が
あ
り
ま
す
。
天
保

5
年
（
1
8
3
4
）
9
月
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
ケ
ヤ
キ
材
を
用

い
た
木
造
の
一

い
っ
け
ん
し
ゃ
間
社
流

な
が
れ
づ
く
り
造
の
本
殿

で
す
。

　
本
殿
は
基
本
的
に
白
木
の
ま
ま

で
塗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
が

彫
刻
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
柱
頭

部
に
は
唐か

ら
獅じ

し子
や
獏ば

く
の
木
鼻
を
付

け
、
正
面
扉
脇
の
小
脇
板
に
は
昇

龍
・
降
龍
が
、
庇

ひ
さ
しの
下
の
幕
板
に

も
龍
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
殿
側
面
に
は
キ
ジ
や
鳳ほ

う

凰お
う
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
廻

ま
わ
り

縁え
ん

を
仕
切
る
脇
障
子
に
は
ワ
シ
の

彫
刻
を
は
め
込
む
な
ど
、
本
殿
の

随
所
に
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
江
戸
時
代
後
期
に
建

て
ら
れ
た
神
社
本
殿
が
い
く
つ
か

あ
り
、
数
多
く
の
彫
刻
で
飾
ら
れ

た
壮
麗
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

平
塚
鳥
見
神
社
も
そ
う
し
た
彫
刻

が
施
さ
れ
た
本
殿
の
一
つ
と
し
て

重
要
な
も
の
で
す
。

　
近
年
発
見
さ
れ
た
古
文
書
に
よ

る
と
、
平
塚
鳥
見
神
社
本
殿
は
江

戸
時
代
に
火
事
で
焼
失
し
た
そ
う

で
、
平
塚
村
の
人
々
は
資
金
を
出

し
合
い
、
天
保
2
年
（
1
8
3
1
）

ま
で
に
資
金
を
集
め
、
同
年
11
月

に
本
殿
の
各
部
材
の
仕
様
帳
を
作

り
、
3
年
か
け
て
神
社
本
殿
を
造

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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っ
た
よ
う
で
す
。

　
平
塚
鳥
見
神
社
に
残
さ
れ
た
棟む

な

札ふ
だ
に
よ
る
と
、
大
工
は
葛
飾
郡
北

方
村
（
現
市
川
市
）
の
与
右
衛
門

と
平
塚
村
の
半
四
郎
が
担
当
し
、

木こ

挽び
き
（
製
材
）
を
平
塚
村
の
新
兵

衛
が
担
当
し
た
そ
う
で
す
。
本
殿

造
立
の
大
旦
那
で
あ
る
井
上
筑
後

守
は
当
時
平
塚
を
領
有
し
た
高
岡

藩
の
領
主
で
す
。

　
神
社
の
管
理
者
で
あ
る
別
当
に

地
区
の
寺
院
で
あ
る
延
命
寺
の
名

が
あ
る
点
は
、
神
仏
習
合
の
時
代

性
を
良
く
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た

本
殿
へ
の
遷
宮
導
師
は
延
命
寺
の

本
寺
で
あ
る
手
賀
村
（
現
柏
市
）

の
興
福
院
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
平
塚
鳥
見
神
社
本
殿
は
そ
の
後
、

明
治
15
年
（
1
8
8
2
）
に
屋
根

と
内
宮
を
、
明
治
22
年
（
1
8
8

9
）
と
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）

に
屋
根
を
、
ま
た
大
正
元
年
（
1

9
1
2
）
と
昭
和
25
年
（
1
9
5

0
）
に
修
繕
を
行
い
、
現
代
ま
で

地
区
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
文
化
財
で
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
平塚鳥見神社本殿

　楽しい工作を通して、親子で科学の性質を理
解してみませんか。
日程　3月8日㈰
内容・時間・対象・参加費　下表のとおり
講師　つくばエキスポセンター　加地浩成さん、
堀本能之さん

■申　3月3日㈫までに電話か直接西白井複合セン
ターへ

内　容 カイロを作ろう
万華鏡を作って光の
不思議を体験しよう

時　間 午前10時～正午 午後1時30分～ 3時
30分

対　象
小学１～３年生と
その保護者　15組
（申し込み順）

小学4 ～ 6年生とそ
の保護者　15組（申
し込み順）

参加費 400円（材料費） 500円（材料費）

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
な
祭
り
の
制
作
を
し
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
2
月
19
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
で
、
光
と
影

を
楽
し
む
絵
を
親
子
で
作
り
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
2
月
23
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
21
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
2
月
28
日
㈯
、
3
月
28
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
お
や
こ
で
楽
し
む
ス

ポ
ー
ツ
講
座
」

　
親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
。
楽

し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
正
し
い

体
の
使
い
方
や
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時
　
3
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
1
〜
4
年

生
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
　

川
合
琢
也
さ
ん

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
着
替
え

申
　
2
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西  子ども科学ラボ
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駅  
安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
20
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
ひ
き
こ
も

り
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ど
な
た
で
も
一
度
来
て
話
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
6
日
㈮

　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
将
棋
を
教
え
ま
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

ボ  

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
保
育
士
に
よ
る
活
動
の
心
得
と
実

技
指
導
や
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ど
ん
ぐ
り
」
で
の
体
験
活
動

を
通
し
て
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
と
し
て
の
子
ど
も
へ
の
接
し
方

や
安
全
管
理
の
知
識
・
技
術
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
9
日
㈪
・
16
日
㈪
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

が
あ
り
、
子
ど
も
が
好
き
な
人

　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

ボ  
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

　
精
神
保
健
の
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
人
の
た
め
の
講
座

で
す
。
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
へ
の

理
解
と
日
常
的
な
支
援
方
法
を
、
精

神
保
健
福
祉
士
や
支
援
す
る
立
場
の

人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
11
日
㈬
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ

る
人

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
順
天
堂
大
学
非
常
勤
講
師

　

大
井
孝
さ
ん
、
精
神
障
害
者
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

　
湯
原
達
子
さ
ん

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ西  

映
画
上
映
会

　
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
の
名
作
を

映
画
化
し
た
「
嵐
が
丘
」
を
上
映
し

ま
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

11
時
50
分

対
象

　
一
般
（
自
由
参
加
）

活  「これからはじめる・広げる、
地域活動のエッセンス」

～白井市民大学校講座から学ぶ～
　市民活動には防犯や防災、祭りをはじめ、高齢者の見守
りといった市民の交流や福祉などに関するさまざまな活
動があります。自分たちの地域をより住みやすいまちにす
るためには市民同士がつながりを持ち、自主的に取り組む
ことが必要となります。
　この講座では、白井市民大学校で実施した「地域活動」
をテーマとする講座のエッセンスを紹介します。
　社会で培ってきた経験や能力を生かし、これから地域活
動に取り組みたい、さらに活動を充実させたいと考えてい
る人は参加してみませんか。
日時　2月28日㈯　午後1時30分～ 4時
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤者　30人（申し込み順）
■申　2月24日㈫までに電話か直接市民活動推進センターへ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

西  西白井複合センターまつり
日時　2月28日㈯・3月1日㈰　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり

公  公民センターフェスティバル
日時　3月7日㈯　午前9時30分～午後3時
内容・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を菊川工業㈱敷地内に用意します。

内容 プログラム（開催時間）

展示
フラワーアレンジメント、藍染・草木染作品、写真、白井第二
小児童による絵画・書道などの制作物、白井市手作りマップ、
クラブ活動報告

発表

【レクホール】ヒップホップサークル JOY（10：00 ～）、エンジェ
ル新体操クラブ（10：30 ～）、白井スクエアダンスクラブ（11：
00 ～）、自

じきょうじゅつ

彊術教室（11：30 ～）、印西警察署の安全講話（12：
00 ～）、ロゴス腹話術研究会（12：30 ～）、箏

こと

演奏（13：00 ～）、
都道府県当て写真クイズ（13：30 ～）、梨トレ体操（14：00 ～）
【会議室】おはなしのたまてばこ・人形劇（11：30 ～）

体験
ソープカービング、こけだま、アロマ化粧水・スプレー・バス
ソルト・アロマバスボム、ステンドグラス、中国茶、中国式足
裏マッサージ、紙のカードケース（終日）

模擬店・
販売

藍染・草木染作品、ステンドグラス、小物、手作りパン・ケーキ、
採れたて地元野菜、乳製品、花の寄せ植え、赤飯、バラッパま
んじゅう、本場インドカレー、刀

とうしょうめん
削麺、そば、軽食、コーヒー（終日）

児童ルーム お面などの制作、わなげ、コリントゲーム、お魚つり
※ビンゴ大会を午後2時30分から行います。

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため、徒歩や
自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもあります。詳細は問い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します
●白井駅前センター、冨士センター、白井コミュニティセンターフェスティバ
ルの詳細は3月1日号に掲載します

内容 日程 プログラム（開催時間）

展示
28日㈯・
1日㈰

木彫り、生け花、編み物作品、書道、俳句、工芸品、
押し花の額、フラワーアレンジ、サークル活動内容
紹介パネル（終日）

発表・体験

28日㈯・
1日㈰

平和映画DVD上映会（11：00 ～）、将棋対局、パソコ
ン体験（終日）

28日㈯
朗読劇（10：30 ～）、フラダンス（11：30 ～）、カラオ
ケ発表（12：00 ～）、親子体操（13：00 ～）、句会（13：
00 ～）、遊び体験広場（13：30 ～）

1日㈰

大正琴の演奏（10：00 ～）、ジャズダンス（10：50 ～）、
ピアノ・キーボードの合奏・合唱（11：00 ～）、フラダ
ンス（11：15 ～）、三味線合奏（12：00 ～）、日本舞踊（13：
00 ～）、ジャズ・バンド演奏（13：30 ～）

模擬店・
販売

28日㈯ 手打ちそば、つきたてもち
1日㈰ 和菓子、おしるこ

28日㈯・
1日㈰

焼きそば、竹炭、竹酢液、竹細工、野菜、チョコレー
ト、手作り小物、編み物作品、エプロン、菓子、パン、
おでん、手作りみそ、手作りケーキ、フリーマーケッ
ト（終日）

児童館
28日㈯ もちつき大会（終日）
1日㈰ ゲーム、工作コーナー、駄菓子販売（終日）

憩いの家
28日㈯ 脳トレ体験（終日）
1日㈰ 茶室（終日）

ゲームを楽しもう♪

福   男子風呂休止のお知らせ
　浴槽の修繕工事に伴い、2月27日㈮～ 3月2日㈪
は男子風呂の利用ができません。
　なお女子風呂は通常どおり利用できます。

■問　福祉センター　☎（492）2022

にしふくちゃんファミリー

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル

「どんぐり」での活動の様子

フリーマーケット
出店者募集

　西白井複合センターまつり内で
開催するフリーマーケットの出店
者を募集します。
日時　2月28日㈯・3月1日㈰
午前9時30分～午後3時30分
対象　市内在住・在勤者
募集区画数　15区画（申し込み順）
※1区画は1.8平方㍍です。
貸出備品　机1台、椅子2脚
出店料　無料
■申　2月21日㈯までに電話か直接
西白井複合センターへ

ジャズダンスの発表

みんなで楽しく将棋対局

ソープカービング体験
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
、
ふ

れ
あ
い
食
事
運
営
委
員
が
作
っ
た
季

節
の
弁
当
と
花
を
無
料
で
届
け
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
　
3
月
3
日
㈫

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
認
知
症
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉

倶
楽
部
」

　
認
知
症
の
介
護
に
悩
ん
だ
り
困
っ

て
い
る
人
、
み
ん
な
で
悩
み
を
話
し

ま
せ
ん
か
。

日
程
・
場
所
　
2
月
18
日
㈬
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
3
月
11
日
㈬
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
時
間
　
午
前

10
時
〜
正
午

問
　
片
岡
☎
0
8
0
（
3
4
6
2
）

3
4
8
1

◆
大
学
生
の
自
然
環
境
研
究
成
果
発

表
会

　
冨
士
地
区
を
源
と
す
る
神
崎
川
上

流
の
生
き
も
の
や
歴
史
に
つ
い
て
、

東
邦
大
学
理
学
部
生
命
圏
環
境
科
学

科
と
千
葉
大
学
園
芸
学
部
緑
地
環
境

学
科
の
大
学
生
か
ら
の
報
告
と
提
案

を
発
表
し
ま
す
。

　
名
馬
伝
承
の
池
、
八
幡
溜
の
紹
介

も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
2
月
21
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　

対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
2
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
神
崎
川
を
守
る
し
ろ
い
八
幡
溜
の

会
☎
0
9
0
（
8
1
0
7
）
2
7
6

3
へ

◆
身か

ら
だ体

も
精
神
も
食
事
か
ら
〜
健
や

か
な
精
神
の
た
め
の
食
育
講
座
〜

　
健
や
か
な
精
神
に
は
日
ご
ろ
の
食

生
活
が
大
切
で
す
。
食
生
活
が
も
た

ら
す
精
神
へ
の
影
響
な
ど
を
学
び
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
22
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般

　
50
人
（
申
し
込
み
順
）　
講

師
　
健
康
・
食
育
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

印
南
悦
子
さ
ん

　
参
加
費

　
5
0
0

円
（
資
料
代
）

※
事
前
申
し
込
み
は
4
0
0
円
で
す
。

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
し
ら
ゆ
り

の
会
　
亀
山
☎
・

（
4
9
1
）
9

5
9
1
へ

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市 

子
育
て

セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の
正
し
い
し
つ

け
方
〜
急
が
ず
・
あ
せ
ら
ず
・
ゆ
っ

く
り
と
〜
」

　
親
は
毎
日
、
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
何
の

た
め
で
し
ょ
う
。
家
庭
で
の
教
育
の

大
切
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

連
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
2
月
24
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
桜
苑
壱
番
街
集
会
所

（
桜
台
）　
参
加
費
　
2
0
0
円（
茶

菓
代
）

申
・
問

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
小
西

☎
（
4
9
1
）
6
4
1
5
へ

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援

講
座
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
母
乳

育
児
と
生
活
リ
ズ
ム
」

　
入
退
室
自
由
の
講
座
で
、
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

　
2
月
27
日
㈮

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
　
場
所
　
印
西
市
立
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
　
対
象
　

母
乳
育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族
　

講
師
　
東
京
未
来
大
学
　
小
谷
博
子

准
教
授
ほ
か
　
参
加
費
　
無
料
　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活
用

協
議
会

①
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
調
査

　
平
塚
の
山
王
谷
津
田
に
冬
の
間
も

水
を
張
る
「
冬
期
湛た

ん
す
い水
」
を
行
い
、

絶
滅
危
惧
種
の
「
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
」
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
エ
ル
の
「
卵
塊
」
を
一
緒

に
調
査
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
1
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）　
集
合
場
所
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
（
平
塚
の
延
命
寺
北
側
）

対
象

　
市
民

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
千
葉
県
立
船
橋
芝
山
高
校

　

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
〜
3

福  「
物
忘
れ
し
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
」

講
座

　
最
近
「
あ
れ
？
何
を
す
る
ん
だ
っ

け
？
」「
あ
の
人
、
だ
れ
だ
っ
け
？
」

と
思
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
人

の
た
め
の
記
憶
力
増
強
講
座
で
す
。

日
時
　
3
月
4
日
㈬
・
11
日
㈬
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
　
髙
嶌
幸
広
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
2
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
講
座

　
ゴ
ル
フ
の
基
礎
と
な
る
構
え
方
、

ス
イ
ン
グ
を
打
席
練
習
で
講
師
が
丁

寧
に
教
え
ま
す
。
楽
し
く
学
び
な
が

ら
、
体
力
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
リ
ト
ル
グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー

船
橋
（
神
々
廻
）

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

佐
野
郷
美
教
員

　
持
ち
物

　
軍
手
、

長
靴
、
飲
み
物
　
参
加
費
　
1
0
0

円
（
保
険
料
ほ
か
）

②
体
験
農
園
の
会
員
募
集

　
平
塚
の
農
家
が
開
設
す
る
体
験
農

園
「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
が
2
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
手
ぶ
ら

で
来
園
で
き
、
園
主
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
農
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

初
心
者
で
も
有
機
栽
培
の
高
品
質
野

菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
4
月
4
日
㈯
の
新
年
度
開
園
に
向

け
、
新
規
会
員
7
人
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
に
よ
り
現
地
説
明
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
2
月
25
日
㈬
、
②
は

2
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
N
P
O

法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務
所
☎
（
4

0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・
土
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
デ
ジ
カ
メ
・
サ
ー
ク
ル
「
つ
つ
じ
」

写
真
展

　「
光
と
の
出
合
」
を
テ
ー
マ
に
第

6
回
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
3
日
㈫
〜
13
日
㈮
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
　
場
所
　
文
化

セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で
で
す
。

問
　
大
森
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
8

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
春
風
に
ほ
の
か
に
香
る
梅
の
花
に

誘
わ
れ
て
、
朗
読
会
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
6
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

は
抽
選
）

講
師
　
リ
ト
ル
グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー

船
橋
　
岩
山
学
プ
ロ

持
ち
物
　
運
動
靴
、
ゴ
ル
フ
用
グ
ロ

ー
ブ
（
左
手
の
み
）、
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
7
番
ア
イ
ア
ン
）

※
運
動
で
き
る
服
装
（
ジ
ー
ン
ズ
不

可
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
回
1
、5
0
0
円（
ボ
ー

ル
代
）

申
　
2
月
24
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
!
カ

ラ
オ
ケ
術

　
プ
ロ
の
歌
手
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
で
使

え
る
「
術
」
を
学
び
、
楽
し
く
歌
を

歌
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
金
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
4
時
30
分
〜
6
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
大
使
　
大

杉
一
男
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
19
日
㈭

　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時
（
雨
天
時
は
28
日
㈯
に
延

期
）

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
3
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

梨
栽
培
技
能
講
習
会

　
市
の
特
産
「
ナ
シ
」
の
栽
培
に
つ

い
て
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
収

穫
な
ど
も
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、

必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
24
日
㈫
〜
12
月
中
旬

（
通
年
7
日
間
）　
午
前
10
時
〜
正
午

※
ナ
シ
は
気
象
条
件
に
よ
り
開
花
時

期
に
差
が
あ
る
た
め
、
詳
細
な
日
程

に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー
、

市
梨
業
組
合
員
樹
園
地

対
象

　
原
則
60
歳
以
上
で
全
日
程
参

加
で
き
る
人

　
20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
千
葉
県
印
旛
事
務
所
普
及
指

導
員
、
市
梨
業
組
合
員

申
　
3
月
11
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

時
　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
3
月
1
日
㈰
に
開
催
す
る
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
午
前
10
時

か
ら
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま
た
3
月

7
日
㈯
に
無
料
講
習
会
も
行
い
ま
す
。

講
習
会
に
は
貸
し
琴
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
パ
ン

ジ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
ズ
」
会
員
募
集

　
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
踊
る
「
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
」

で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
歩

く
ス
テ
ッ
プ
で
、
ど
な
た
で
も
で
き

る
ダ
ン
ス
で
す
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　
船
橋
市
小

室
公
民
館
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0

円
　
月
会
費
　
1
、
2
0
0
円

※
無
料
体
験
会
を
3
月
4
日
㈬
の
午

後
1
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

問
　
髙
木
☎
（
4
5
7
）
1
2
4
1

◆
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
「
太
陽
」
会
員

募
集

　
一
緒
に
楽
し
く
太
極
拳
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
7
時
〜

8
時
45
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円
　

月
会
費
　
3
、
0
0
0
円

問
　
河
村
☎
（
4
9
2
）
2
2
9
2

◆
「
サ
ロ
ン

　
お
気き

ら
く楽

ラ
シ
ッ
ク
」

会
員
募
集

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
音
楽
講
座

が
サ
ー
ク
ル
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽

が
好
き
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。「
そ
う
だ
っ
た
の
か
⁉

ピ
ア
ノ
の
歴
史
」
に
つ
い
て
講
師
を

迎
え
、
み
ん
な
で
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
26
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

3
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

入
会
金

　
1
、
0
0
0
円

　

※
活
動
日
時
や
月
会
費
な
ど
は
今
後

検
討
し
ま
す
。

問
　
池
田
☎
0
9
0
（
2
5
4
9
）

8
5
0
9

歌手の大杉一男さん

栽培方法を学びませんか

2015.2.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.2.15 6み ん な の ひ ろ ば

　1月24日、清水口小学校で「2分の1成人式」が行われま
した。この式典は、「成人の半分、10歳をひとつの節目と
してとらえ、これからの未来の子どもたちの成長を願い、
学校と保護者の絆を深める」ことを目的に、4年生の保護
者が企画したもので、児童85人が参加しました。
　式では、校長先生や1年生から3年生まで担任になった
先生から「お家の人に感謝し、自分の大きな夢に向かっ
てがんばってほしいです」「しっかりと学んで体を鍛えて
ください」などのメッセージをいただきました。
　「10歳の誓い」では、～こんな大人になりたいな～をテー
マに、児童一人一人がステージに登り「僕は大人になっ
たら、外国の人とも対等に話せる人になりたいです」「私

は最後まで何事もあきらめない大人になりたいです」「僕は大人になったら、サッカー
の選手になりたいです」「私は大人になったらお母さんのような優しい大人になりた
いです」など、元気な誓いの言葉が会場いっぱいに響き渡りました。

　白井駅前で火災予防を目的に、白井消防
署管内の幼稚園、保育園、白井消防署によ
る幼少期防災教育や駅前周辺の見回りが行
われました。
　園児たちは、煙に見立てた白布と毛布の
間をくぐり抜けたあと、服に火が燃え移っ
たことを想定し、その火を消すため体を回
転させた訓練に真剣に取り組んでいました。
　また、法

は っ ぴ

被姿になり拍子木を鳴らしなが
ら保護者や署員と一緒に、駅前周辺に「火
の用心」とりりしい声で呼びかけ元気よく
行進しました。
　冬から春にかけての季節は空気が乾燥
し、1年間の中でも火災が起こりやすい時
期です。「ストーブには、燃えやすい物を
近づけない」「子どもには、マッチやライ
ターで遊ばせない」「天ぷらを揚げるとき
は、その場を離れない」など、一人一人が
火災予防を心掛け「火災のないまち」を目
指しましょう。

　
野
も
広
が
り
「
竹
工
芸
」
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

地
元
の
人
た
ち
や
市
の
協
力
で
樹

林
や
竹
林
、
7
・
4
㌶
を
管
理
す

る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
拠
点
の
眼
下
に
広
が
る

谷
津
田
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
や
国
の
減
反
政
策

に
よ
り
、
一
部
の
田
ん
ぼ
は
耕
作

が
放
棄
さ
れ
、
荒
廃
が
進
み
草
原

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

17
年
に
「
農
業
支
援
活
動
」
を
立

ち
上
げ
、
生
物
多
様
性
に
と
っ
て

も
大
事
な
谷
津
田
の
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
荒
廃
地
の
草

を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
、

生
産
農
地
と
し
て
復
活
さ
せ
、
米

や
大
豆
、
蕎そ

ば麦
、
小
麦
を
栽
培
し
、

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

里
山
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
　

　
し
ろ
い
環
境
塾
は
「
見
て
、
考

え
て
、
行
動
す
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
里
山
の
原
風
景
と
伝
統
文
化
が

残
る
市
北
部
の
平
塚
地
区
を
拠
点

に
「
里
山
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
と
し
て
、
里
山
保
全

と
子
ど
も
の
環
境
教
育
な
ど
の
活

動
を
始
め
、
平
成
13
年
に
白
井
市

で
最
初
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を

取
得
し
ま
し
た
。
設
立
時
12
人

だ
っ
た
会
員
も
現
在
は
、
正
会
員

86
人
・
賛
助
会
員
24
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
初
は
、
荒
廃
が
進
み
ご
み
が

不
法
投
棄
さ
れ
た
樹
林
や
竹
林
の

間
伐
整
備
を
行
い
、
間
伐
材
の
有

効
利
用
と
し
て
竹
炭
、
竹
酢
液
の

商
品
化
、
枝
葉
は
チ
ッ
パ
ー
（
木

材
粉
砕
機
）
で
砕
き
、
堆
肥
と
し

て
再
利
用
す
る
な
ど
循
環
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
な
が
ら
活
動
領
域
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
活
動
分

前
10
時
か
ら
午
後
3
時
が
作
業
日

で
す
。
最
初
は
畑
の
草
取
り
や
林

の
枝
拾
い
な
ど
一
通
り
の
作
業
を

体
験
し
て
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ

た
興
味
の
あ
る
作
業
を
中
心
に
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
中
で
い
い
汗
を
か
き
、

そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
学

そ
の
後
農
業
者
か
ら
畑
の
耕
作
放

棄
地
の
管
理
を
頼
ま
れ
、
今
で
は

3
・
5
㌶
の
農
地
を
管
理
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
農
業
支

援
活
動
は
「
里
山
自
然
環
境
保
全

活
動
」
の
一
環
と
し
て
始
め
た
も

の
で
、
農
業
を
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
農
業
者
や
新
規
就
農

者
な
ど
の
担
い
手
に
利
活
用
し
て

も
ら
う
ま
で
の
間
、
野
菜
を
作
付

け
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
た
里
山
自
然
環
境
の

中
で
、
子
ど
も
の
環
境
教
育
「
田

ん
ぼ
の
学
校
」
や
市
民
交
流
活
動

と
し
て
、
流
し
そ
う
め
ん
、
里
山

ま
つ
り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
会
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で
、

月
、
水
、
土
曜
日
の
週
3
日
、
午

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
27

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

し

ろ

い

環

境

塾

田んぼの学校　はざ架け作業の様子

「火の用心！！」りりしい声が駅前に響き渡りました

真剣に訓練したよ

天
　
日
脚
伸
ぶ
光
纏
ひ
て
友
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

地
　
寒か
ん
た
く柝
の
一
打
に
星
の
瞬
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

人
　
来
し
方
は
す
べ
て
吉
と
す
去こ
ぞ
こ
と
し

年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

【
選
評
】　
天
　
ま
る
で
春
の
訪
れ
の
様
に
光
を
纏
っ
て
親
友
が

や
っ
て
来
た
。
暖
か
い
友
情
が
伝
わ
る
。
地

　
寒
柝
と
は
夜
ま

わ
り
の
拍
子
木
の
事
を
さ
す
。
こ
の
一
打
に
満
天
の
寒
星
が
一

斉
に
瞬
い
た
冴
え
渡
っ
た
夜
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
人

　
終

り
佳
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
の
気
持
ち
で
あ
る
。
色
々
有
っ
た
が

そ
れ
も
良
し
と
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

新
し
き
畳
ひ
か
れ
る
淑
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台

　
市
川
元
彦

薄
氷
清
し
く
映
る
空
の
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

北
風
に
雲
靡な

び
き
け
り
富
士
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

ふ
つ
ふ
つ
の
て
っ
ち
り
囲
む
友
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斉
藤
裕
子

煩
悩
も
悟
り
も
無
く
て
寝
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

池
の
鴨
鳥
語
交
わ
し
て
共
に
発
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村
純
子

鏡
餅
ひ
び
割
れ
て
ゆ
く
底
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

元
日
に
曾
孫
の
着
い
た
ド
ア
の
音

聞
こ
え
腰
痛
の
母
立
ち
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】　
腰
の
痛
い
の
を
忘
れ
迎
え
に
出
て
し
ま
う
ほ
ど
、
曾

孫
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
の
で
す
。「
立
ち
上
が
る
」

に
そ
の
こ
と
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

湯
あ
が
り
の
保
湿
ク
リ
ー
ム
塗
る
夫
の

呼
ぶ
声
背
中
頼
む
と
わ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

す
れ
違
う
山
の
挨
拶
身
に
し
み
て

さ
あ
も
う
少
し
と
岩
根
ふ
み
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上 

　
　
標
野
　
茜

落
葉
踏
み
子
供
は
駆
け
る
ざ
ん
ざ
ん
と

リ
ズ
ム
楽
し
み
子
供
は
駆
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

玲
瓏
の
富
士
に
始
ま
る
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ず
は
家
族
の
記
念
日
し
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

「火の用心」と呼び掛ける園児たち

び
体
験
で
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
環
境
が
良
く
な
り
、
地
域
の
人

た
ち
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
平

成
21
年
度
か
ら
は
企
業
の
C
S
R

活
動
（
社
会
貢
献
活
動
）
の
受
け

皿
と
な
り
、
活
躍
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
は
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

h
ttp
://k
an
k
y
o
ju
k
u
.

su
n
n
y
d
ay
.jp
/

）
で
確
認
で

き
ま
す
。

連
絡
先

　
し
ろ
い
環
境
塾
事
務
所

☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
毎
週

月
、
水
、
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
）　

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

児童全員で「スマイル・アゲイン」を合唱

「こんな大人になりたいな」　2分の1成人式
元気な声で誓いました

10 歳の誓いを元気に発表


